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インド洋津波

　
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
・
津
波

の
被
災
者
支
援
の
た
め
、
医
療

民
間
活
動
団
体
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
テ

ム
芒
」
　
采
部
・
岡
山
市
）

ス
マ
ト
ラ
島
で
病
院
探
し

は
二
十
七
日
、
調
整
員
の
諏
原

日
出
夫
さ
ん
（
5
8
）
を
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
派
遣
し
た
。
諏
原
さ
ん

は
関
西
空
港
経
由
で
首
都
・
ジ

ャ
カ
ル
タ
入
り
し
て
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
の
医
師

ら
と
合
流
、
震
源
地
に
近
い
ス

マ
ト
ラ
島
北
部
の
ア
チ
エ
州

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
医
療
支
援
の
た
め
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
を
出
発
す
る
諏
原
さ
ん

で
、
被
災
者
の
受
け
入
れ
先
の

病
院
を
探
す
な
ど
の
情
報
収
集

を
す
る
。

　
諏
原
さ
ん
は
二
〇
〇
一
年
、

民
間
の
電
気
製
品
製
造
会
社
勤

務
時
代
に
三
回
、
商
用
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
諏
原
さ
ん
は
「
医
療
の
手

が
回
ら
な
く
て
因
っ
て
い
る
人

を
見
つ
け
だ
し
、
す
ぐ
に
で
も

手
助
け
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　
井
原
の
夫
婦
無
事

　
　
　
　
タ
イ
に
新
婚
旅
行

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
福
山
支
店
（
広
島
県

福
山
市
）
で
は
、
井
原
市
内
の

ス
リ
ラ
ン
カ
滞
在
の
調
整
員

「
医
療
援
助
必
要
に
」

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
の
調
整
員
で
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
コ
ロ
ン
ボ
近
郊

の
町
、
バ
ッ
ク
ラ
ム
土
フ
に
滞

在
し
て
い
る
幸
長
由
子
さ
ん

（
召
は
電
話
で
「
被
災
地
は
バ

ッ
ク
ラ
ム
土
フ
か
ら
約
三
百
諺

離
れ
て
お
り
、
連
絡
は
非
常
に

取
り
に
く
い
が
、
現
地
の
報
道

で
は
、
被
害
の
ひ
ど
い
ト
リ
ン

コ
マ
リ
ー
は
、
海
岸
か
ら
二
諺

奥
ま
で
家
や
道
路
が
押
し
流
さ

れ
、
救
出
の
た
め
に
軍
隊
を
派

遣
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
二
十

七
日
中
に
も
、
現
地
の
調
整
員

五
人
ぐ
ら
い
が
ト
リ
ン
コ
マ
リ

ー
な
ど
に
入
り
、
情
報
収
集
を

す
る
と
と
も
に
、
食
料
や
タ
オ

ル
な
ど
必
要
な
物
資
を
届
け

る
」
と
話
し
た
。

　
さ
ら
に
「
今
後
、
食
糧
が
足

り
な
く
な
る
ほ
か
、
感
染
症
、

下
痢
な
ど
の
病
気
が
広
が
る
お

そ
れ
が
あ
り
、
医
療
援
助
も
必

要
に
な
る
」
と
指
摘
し
た
。

二
十
歳
代
の
夫
婦
が
二
十
五
日

か
ら
、
同
社
の
ツ
ア
ー
で
タ
イ

・
プ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ
新
婚
旅
行
に

行
っ
て
お
り
、
職
員
ら
が
安
否

確
認
に
追
わ
れ
た
が
、
二
十
六

日
深
夜
、
西
日
本
営
業
本
部
夭

阪
市
）
か
ら
「
無
事
」
の
一
報

が
入
り
、
担
当
者
は
胸
を
な
で

下
ろ
し
た
。
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